
2019年度 高齢者および認知症支援のための看護職連携等推進事業について 

 

 平成29年度より北海道看護協会の取組みとして、第二次医療圏等地域単位の看護職連携を推進するため、

本部と支部が協力して標記事業に取り組んでいます。 

 

 

１ 目的 

 保健医療福祉など様々な場所で働く看護職が、地域における高齢者および、認知症支援の実際や

在宅医療の現状、課題を踏まえ地域包括ケアシステムにおける看護職の役割を考えるとともに、地

域全体での看護職間の顔の見える連携体制を強化する。 

  併せて、地域住民が、自分や家族の老いや死、認知症への関心を高めるとともに、家族や周りの

方々と共に人生について語り合うきっかけとする。 

 

 

２ 実施条件 

①支部内で事業に関わる企画、運営を担う体制があること。（役員会、プロジェクトチーム、実行委員会等

を含む） 

 ※1 プロジェクトチーム、実行委員会を設置する場合は支部、又は一部市町村等地区単位でメンバーを先行

してください。 

 ※2  設置に伴う依頼文等が必要な場合は、支部長名で出してください。 

②支部等の状況に合わせ、医療機関・行政・介護保険関係機関も含めた関係者の参加が得られること 

③本事業の成果を活用して、次年度以降も事業の継続が見込めること 

（支部事業に限らず、実施主体はどこでも可） 

④支部全体又は一部市町村等地区単位の取組みとすること 

 

 

３ 事業について 

(1) 高齢者および認知症者支援をテーマに看護の組織強化を図ることを目的として、以下の①・②の 

２つの事業を実施してください。 

 ① 地域包括ケア看護職ネットワーク強化研修 

  （例）基調講演、事例検討等 

 ② 住民フォーラム 

  （例）住民参加のイベント…講演会、交流会等 

 

 (2) 事業の報告 

  ① 事業計画作成時 

  ② 中間報告（運営準備完了時） 

   ③ 実施後評価終了時 

   ✳なお、2020年 1～2月に実施予定の「地域包括ケアシステムにおける看護職等の連携シン 

ポジウム」での発表を依頼することもあります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

(3) 事業実施における北海道看護協会（事業課）と支部の役割 

  支 部 事業課 

直接的な企画・運営・評価 

 

(1)企画 

 ① 地域包括ケア看護職ネットワーク強化研修、② 

住民フォーラム両方の開催日時、会場、内容の決定 

  ⇒事業計画書提出 

会計・事務処理、経費負担 

 

 

 

 

 

 

 ・運営に向けての具体的検討 

 ・運営準備 

（具体的な役割分担、進行、アンケートの検討） 

  ⇒中間報告 

 

(2)実施前 

 ・開催周知（開催案内、チラシ・ポスター印刷等） 

・講師依頼と文書発送 

  ・申込みとりまとめ 

  

・当日資料準備 

(3)実施                

 ・当日運営。 

  （使用するＰＣは支部で準備） 

  

（実施前、支部との打ち合わせ） 

・当日運営協力 

 

 

(3)実施後 

 ・終了後の暫定評価 

・実施評価（総括） 

 ⇒実施後報告 

 

 


